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1 は じ め に

岩手県においては黒毛和種の放牧利用が促進されており,

中でも遠野市は公共牧場の再編整備が進められ放牧利用が

進んでいる地域である。遠野市の繁殖農家における放牧利

用率は戸数割合で 4割を超えている。 しかし,黒毛和種の

放牧利用については,放牧子牛の発育遅延によって市場評

価が不当に低いと一般的に言われてきた。

本報告では,遠野市で生産された黒毛和種放牧子牛の市

場価格形成要因を舎飼子牛の市場価格と併せて分析し,黒
毛和種放牧子牛の市場評価向上の条件を明らかにする。

2試 験 方 法

(1)分析対象とデータ項目

遠野市で生産され中央市場に出荷された黒毛和種子牛を

分析対象とした。放牧と舎飼の区分は,公共牧場の放牧管

理合帳に生年月日と入退牧月日が記載され,市場出荷が確

認できた子牛を放牧子牛,それ以外を舎飼子牛とした。

データ項日は,和牛市場出場牛名簿から得 られる性別 ,

資格,父牛系統,母牛系統,母牛登録得点 ,出 荷日齢,出
荷体重,日齢体重,価格とした。

12)分析対象期間と分析頭数

分析対象期間は,平成 8年 (1996)放牧分は平成 8年 11

月から平成 9年 8月 (去勢925頭・ めす701頭),平 成 9年

(1997)放牧分は平成 9年■月から平成10年 7月 (去勢860

頭・ めす608頭)に開催された市場である。

3)系統分類

父牛と母方祖父牛による母牛の系統分類は,原則として

産地で分類 し,兵庫・ 岐阜・宮城は「資質系」,鳥取・島

根は「増体系Jと した。 しかし,岩手産の「敏光 6」 ・

「菊美鶴」は資質系,際 5夏藤」は増体系に分類した。

(41 分析方法

子牛 1頭当り取引価格 (P)を従属変数,出荷日齢 (Xl),

出荷体重 (X2), 1日 当り増体重 (X3),母牛登録得点

(Xl),出荷月 (S).子牛登録資格 (c),父牛系統 (F),

母牛系統 0わ を説llJl変数とする次数式の線形型モデル

を分析モデルとして変数増減法により放牧・舎飼別に標準

偏回帰係数と決定係数を推定した。
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ただし,α。は定数項,α・ a・ α・ a・ θ.は推定すべき

係数,ε は誤差項である。

3 試験結果及び考察

(1)放牧子牛及び舎飼子牛の取引成績比較

1頭当たり取引価格について,同 じ系統で放牧と舎飼を

比較すると,放牧子牛の市場評価は,めすで父・ 母 とも増

体系においてのみ舎飼子牛より高いが (た だし統計的有意

差はない),それ以外の系統では 1万円から10万 円近 くも

低い市場評価となっている。

しかし,平成 8年放牧のめすで父が増体系・母が資質系

の放牧子牛は父が資質系・母が増体系の舎飼子牛より市場

評価が高く,平成 9年放牧の去勢で父が増体系・母が資質

系の放牧子牛は父が資質系の舎飼子牛より同じく市場評価

が高かった (表 1)。

このことは,放牧子牛であっても,父が増体系の場合 ,

父が資質系の舎飼子牛に対して市場評価において有利性が

見込まれることから,放牧する場合には種付け種雄牛の系

統を検討することが必要と思われる。

(a 父牛及び母牛系統の供用率

父牛と母牛の系統別の供用率をみると,遠野地方農協が

所有 している「正福」の供用率が高いことか ら,「正福×

寿高」や「正福×第55裕正」等上位10組のほぼ8組の父牛

が「正福」である。さらに放牧にあっては,「正福×寿高」

の系統が舎飼より供用率が高く,特に去勢で3割近くとなっ

ている。
13)放牧子牛の市場価格形成要因の構成割合

線形型モデルによる標準偏回帰係数の推定結果から,子
牛価格形成要因の構成割合をみると,舎飼では性別によら

ず出荷体童のウェイトが最も高 く,次いで体重/日 齢,出
荷日齢となっている。放牧のあすでは,体重/日齢のウェ

イトが最も高い。また,平成 9年の放牧では,父牛と母牛

の系統要因のウェイトが前年よりも高まっており,特 にめ

すでは,価格形成要因の30%近 くを占めている (図 1)。

放牧子牛と舎飼子牛における価格形成要因では,系統に

対するウェイトに違いがみられる。市場名簿上では「放牧

経験有り」等とは記載されていないので,買参人は体重や

―-277-―



東 北 農 業 研 究 第 52号  (1999)

表 1 系統別放牧子牛と舎飼子牛の取引成績 (単位 :頭, 日,kg,千 円)
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系統の「資Jは資質系,「増Jは増体系を表し,父牛系統×母牛系統となっている。
1頭当たり価格の**は 1%有意水準, *は 5%有意水準で舎飼子牛と放牧子牛に差があることを示し, a,

b, C,は,異符号間に5%有意水準で差があることを示す。

舎飼 放牧 舎 飼 放牧 舎飼 放牧 放牧舎飼

□母牛系統

皿父牛系統

□資格

日母牛登録得点

□出荷月

日体重/日 齢

●出荷体重

□出荷日齢

674%    780%          584     749%
めす  平成8年放牧  去勢

545%   665%          690%   77111
めす   平成9年放牧  去勢

図 1 子牛価格形成要因の構成割合
注 1)線形型回帰モデルで推定 した標準偏回帰係数の絶対値を基にした。

2)出荷月,子牛登録資格,父牛系統,母牛系統は,それぞれ推定した標準偏
回帰係数の平均を取った。

3)グ ラフ下の%数字は,回帰モデルの決定係数 (‐ R2)である。

外貌で放牧子牛と判断しており,市場価格形成時には体重  増やすため,分析期間を延長するとともに,放牧子牛を導

は当然ながら舎飼子牛以上により系統要因を重視 した価格  入 している1巴育農家における放牧子牛の評価も調査 し,引
形成となると考えられる。                 き続き放牧子牛の市場評価向_卜 の条件を明らかにする。
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